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主
な
登
場
人
物
等

１

第
一
編
（
男
と
女
）
の
あ
ら
ま
し

５

第
二
編
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
の
あ
ら
ま
し

７

第
三
編
（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
）
の
あ
ら
す
じ

９

第
四
編
（
誕
生
）
あ
ら
す
じ

１
１

第
百
十
四
章

戯
言

１
３

第
百
十
五
章

結
婚
ゲ
ー
ム

２
３

第
百
十
六
章

六
次
元
の
三
次
元
村

４
９

第
百
十
七
章

タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー

７
１

第
百
十
八
章

宇
宙
ミ
ラ
ー

９
１

第
百
十
九
章

忘
れ
物

１
３
３

第
百
二
十
章

変
わ
り
果
て
た
地
球

１
５
９

第
百
二
十
一
章

バ
グ
の
自
動
修
正

１
７
９

第
百
二
十
二
章

ト
リ
プ
ル
・
テ
ン
の
気
持
ち

１
９
７

第
百
二
十
三
章

現
場

２
３
３

第
百
二
十
四
章

無
言
通
信
の
活
用

２
５
５

第
百
二
十
五
章

居
酒
屋
で
の
戦
略
会
議

２
８
７



－ Ⅱ －

第
百
二
十
六
章

正
多
面
立
方
体
移
動
装
置

３
０
５

第
百
二
十
七
章

副
首
星
陥
落

３
５
１

第
百
二
十
八
章

輝
く
巻
物

３
７
３

第
百
二
十
九
章

火
の
鳥

４
０
３

第
百
三
十
章

三
太
夫
の
真
意

４
２
３

第
百
三
十
一
章

ラ
イ
ト
ア
ー
ム

４
６
７

第
百
三
十
二
章

レ
フ
ト
ア
ー
ム

４
９
９

第
百
三
十
三
章

フ
ォ
ル
ダ
ー

５
２
５

第
百
三
十
四
章

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
砲

５
５
１

第
百
三
十
五
章

突
入

５
８
５

第
百
三
十
六
章

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と

６
０
３

第
百
三
十
七
章

♪

６
３
３
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主
な
登
場
人
物
等

ノ
ロ

宇
宙
海
賊
船
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ャ
ー
ク
や
オ
ル
カ
を
建
造
し
た
り
、
地
球
と
同
じ
惑
星
を
造
ろ
う
と
す
る
気
ま

ぐ
れ
な
天
才
。

イ
リ

ノ
ロ
を
支
え
る
姉
の
よ
う
な
存
在
。

フ
ォ
ル
ダ
ー

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ャ
ー
ク
の
船
長
。
ノ
ロ
の
親
友
。

ホ
ー
リ
ー
、
サ
ー
チ

男
の
軍
隊
と
女
の
軍
隊
に
別
れ
て
戦
っ
て
い
た
こ
ろ
か
ら
の
付
き
合
い
を
経
て
結
ば
れ
る
。
ホ
ー
リ
ー
は

ノ
ロ
と
フ
ォ
ル
ダ
ー
の
古
き
友
人
。

主な登場人物等
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ミ
リ
ン
、
ケ
ン
タ

ミ
リ
ン
は
ホ
ー
リ
ー
と
サ
ー
チ
の
娘
。
ケ
ン
タ
は
ミ
リ
ン
の
夫
。

住
職
、
リ
ン
メ
イ

僧
侶
の
住
職
と
考
古
学
者
で
医
者
の
リ
ン
メ
イ
は
ノ
ロ
の
相
談
相
手
。

Ｒ
ｖ
２
６

ノ
ロ
が
製
造
し
た
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
。
人
間
以
上
に
人
間
的
な
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
。

百
地
三
太
夫

忍
者
の
頭
領
。
五
次
元
の
生
命
体
に
誘
拐
さ
れ
て
限
界
城
を
築
城
し
た
。

四
貫
目
、
お
松

百
地
一
族
の
忍
者
。

ラ
イ
ト
ア
ー
ム
、
レ
フ
ト
ア
ー
ム

三
太
夫
の
部
下
。

主な登場人物等
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瞬
示
・
真
美

六
次
元
の
生
命
体
。
三
次
元
の
世
界
で
は
瞬
示
と
真
美
と
い
う
男
と
女
と
し
て
行
動
す
る
が
六
次
元
の
世

界
で
は
一
体
化
す
る
の
で
こ
う
呼
ぶ
。
同
様
に
ノ
ロ
と
イ
リ
も
六
次
元
化
す
る
と
「
ノ
ロ
・
イ
リ
」
と
い

う
名
前
に
な
る
。

広
大
・
最
長

五
次
元
や
七
次
元
軍
の
攻
撃
か
ら
六
次
元
の
世
界
を
守
ろ
う
と
奔
走
す
る
六
次
元
の
生
命
体
。

首
星
総
括
大
臣
、
副
首
星
担
当
大
臣

提
督

六
次
元
の
生
命
体
の
最
高
責
任
者
が
総
括
大
臣
。
そ
の
二
番
手
が
副
首
星
担
当
大
臣
。
提
督
は
軍
の
最
高

指
揮
官

大
総
統
、
参
謀
長

五
次
元
の
生
命
体
の
最
高
責
任
者
と
そ
の
息
子
。

セ
ブ
ン
ヘ
ブ
ン

主な登場人物等
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七
次
元
軍
の
司
令
官

「｣
通
常
の
会
話
を
表
す
。

【
】

次
元
通
信
で
行
わ
れ
る
会
話
を
表
す
。

｛
｝

一
太
郎
が
開
発
し
た
人
間
同
士
の
み
で
可
能
な
通
信
を
表
す
。

［
］

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
間
の
会
話
を
表
す
。

主な登場人物等
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第
一
編
（
男
と
女
）
の
あ
ら
ま
し

摩
周
湖
で
突
然
起
こ
っ
た
出
来
事
で
瞬
示
と
真
美
は
時
間
島
で
西
暦
の
世
界
か
ら
永
久
の
世
界
に
時
空
間
移

動
し
た
。
そ
こ
は
完
成
第
十
二
コ
ロ
ニ
ー
と
い
う
星
で
男
と
女
の
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
る
が
、
時
間
島
に
包
ま

れ
て
摩
周
湖
か
ら
少
し
離
れ
た
海
辺
の
民
宿
に
時
空
間
移
動
す
る
。

完
成
第
十
二
コ
ロ
ニ
ー
で
は
女
の
軍
隊
と
男
の
軍
隊
の
将
軍
が
休
戦
し
て
ふ
た
り
の
時
空
間
移
動
の
分
析
を

始
め
る
。
女
の
軍
隊
は
サ
ー
チ
を
、
男
の
軍
隊
は
ホ
ー
リ
ー
を
摩
周
湖
に
派
遣
し
た
。

ふ
た
り
は
民
宿
で
生
命
永
遠
保
持
手
術
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
あ
と
永
久
の
世
界
の
自
分
た
ち
の
家

の
近
く
の
御
陵
で
巨
大
土
偶
と
戦
う
。
戦
闘
で
で
き
た
洞
窟
で
時
間
が
揺
れ
る
時
震
を
体
験
す
る
。
そ
の
洞
窟

、

は
巨
大
土
偶
の
胎
内
で
外
に
出
る
と
そ
こ
は
自
分
た
ち
の
西
暦
の
世
界
の
御
陵
だ
っ
た
。
家
に
向
か
う
が
真
美

は
玄
関
で
も
う
ひ
と
り
の
真
美
に
出
会
う
と
突
然
消
え
る
。
瞬
示
は
御
陵
か
ら
摩
周
湖
の
上
空
に
移
動
し
て
時

間
島
の
中
で
真
美
と
再
会
す
る
。
眼
下
の
摩
周
湖
で
ふ
た
り
の
過
去
が
再
現
さ
れ
て
時
間
島
に
よ
っ
て
因
果
の

清
算
が
行
わ
れ
た
あ
と
黄
金
城
に
移
動
す
る
。
城
主
の
明
智
光
秀
が
忍
者
を
乗
せ
た
大
凧
を
時
間
島
に
向
か
わ

せ
る
が
呑
み
こ
ま
れ
る
。

ふ
た
り
は
民
宿
に
戻
っ
て
ケ
ン
タ
の
車
で
摩
周
ク
レ
ー
タ
ー
に
向
か
う
。
そ
こ
で
ホ
ー
リ
ー
と
再
会
す
る
が
、

時
間
島
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
京
都
の
古
寺
に
時
空
間
移
動
し
て
黄
金
城
か
ら
消
え
た
忍
者
に
出
会
う
と
月
の
生
命

第一編（男と女）のあらまし
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永
遠
保
持
機
構
で
も
忍
者
に
遭
遇
す
る
。
一
方
ふ
た
り
を
追
い
か
け
て
古
寺
に
ホ
ー
リ
ー
と
サ
ー
チ
が
現
れ
る

と
続
い
て
女
の
、
更
に
男
の
追
跡
隊
が
現
れ
る
。
瞬
示
達
は
時
間
島
で
前
線
第
四
コ
ロ
ニ
ー
に
逃
れ
る
が
、
追

跡
隊
の
時
空
間
移
動
装
置
が
バ
リ
ア
ー
に
体
当
た
り
を
繰
り
返
す
の
で
、
時
間
島
が
第
四
コ
ロ
ニ
ー
全
体
を
包

み
込
ん
で
月
の
近
く
に
星
ご
と
時
空
間
移
動
す
る
。

誰
も
い
な
い
月
の
生
命
永
遠
保
持
機
構
で
サ
ー
チ
は
女
が
起
こ
し
た
ク
ー
デ
タ
ー
の
話
を
す
る
。
サ
ー
チ
は

残
さ
れ
て
い
た
デ
ー
タ
か
ら
リ
ン
メ
イ
が
生
体
内
生
命
永
遠
保
持
手
術
を
開
発
し
た
こ
と
、
そ
の
手
術
で
生
ま

、

れ
た
胎
児
が
遮
光
器
土
偶
に
変
態
し
た
あ
と
巨
大
土
偶
に
成
長
し
て
生
命
永
遠
保
持
セ
ン
タ
ー
を
攻
撃
し
て
壊

滅
さ
せ
た
こ
と
、
そ
し
て
ミ
ト
の
脱
出
作
戦
が
成
功
し
て
女
た
ち
が
完
成
コ
ロ
ニ
ー
に
逃
れ
た
こ
と
を
知
る
。

ホ
ー
リ
ー
と
サ
ー
チ
は
生
命
永
遠
保
持
手
術
の
効
果
を
失
っ
た
こ
と
を
自
覚
す
る
。

瞬
示
と
真
美
が
ミ
ト
が
戦
っ
た
摩
周
ク
レ
ー
タ
ー
で
巨
大
土
偶
を
発
見
す
る
が
溶
け
て
消
え
た
あ
と
に
時
間

島
が
現
れ
る
。
男
の
軍
隊
と
女
の
軍
隊
の
戦
う
す
べ
て
の
コ
ロ
ニ
ー
が
あ
る
空
間
に
時
間
島
に
よ
っ
て
集
め
ら

れ
る
。
ふ
た
り
が
「
Ｃ
・
Ｏ
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｏ
Ｓ
」
の
意
味
を
理
解
す
る
と
停
戦
を
訴
え
る
。
第
四
コ
ロ
ニ
ー
で
停

戦
会
議
が
開
か
れ
る
が
各
コ
ロ
ニ
ー
の
男
と
女
は
協
力
し
て
負
傷
者
の
治
療
に
当
た
っ
て
い
た
。

第一編（男と女）のあらまし
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第
二
編
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
の
あ
ら
ま
し

月
の
生
命
永
遠
保
持
機
構
で
死
ん
だ
胎
児
が
摩
周
ク
レ
ー
タ
ー
に
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
ミ
ト
や
ホ
ー
リ
ー
た

ち
が
遮
光
器
土
偶
と
埴
輪
の
鳥
を
発
見
す
る
が
時
空
間
移
動
装
置
は
緑
の
時
間
島
に
吸
い
こ
ま
れ
て
宇
宙
戦
艦

も
強
制
的
に
西
暦
の
世
界
に
時
空
間
移
動
さ
せ
ら
れ
る
。

無
言
通
信
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
た
一
太
郎
が
摩
周
村
診
療
所
で
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
狙
う
集
団
に
襲
わ
れ
る

が
時
空
間
移
動
装
置
が
現
れ
て
ミ
ト
達
に
救
出
さ
れ
る
。
し
か
し
時
空
間
移
動
装
置
は
時
間
移
動
で
き
な
く
な

っ
て
永
久
の
世
界
に
戻
れ
な
く
な
る
が
、
西
暦
の
世
界
に
幼
い
瞬
示
と
真
美
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
ミ
ト
達

は
宇
宙
戦
艦
内
で
生
命
永
遠
保
持
手
術
に
必
要
な
設
備
を
製
造
し
て
手
術
を
受
け
る
。

瞬
示
と
真
美
の
緑
の
時
間
島
が
宇
宙
か
ら
御
陵
に
到
着
す
る
。
ふ
た
り
が
人
間
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た

と
き
御
陵
に
異
変
が
起
こ
る
。
時
空
間
移
動
装
置
の
時
間
移
動
機
能
が
復
活
し
て
ミ
ト
た
ち
は
永
久
の
世
界
に

戻
る
。

先
に
永
久
の
世
界
に
戻
っ
た
宇
宙
戦
艦
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
前
線
第
四
コ
ロ
ニ
ー
の
中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
無
言
通
信
シ
ス
テ
ム
の
言
語
処
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
い
れ
て
巨
大
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
進
化
し
て
明
確
な
意

思
を
持
つ
と
キ
ャ
ミ
に
地
球
の
明
渡
し
を
要
求
す
る
。

ミ
ト
と
ホ
ー
リ
ー
の
攻
撃
で
巨
大
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
無
限
後
退
に
陥
っ
た
の
で
キ
ャ
ミ
が
攻
撃
を
仕
掛
け
た

第二編（コンピュータ）のあらまし
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と
き
、
巨
大
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
無
言
通
信
シ
ス
テ
ム
の
弱
点
を
突
い
て
ノ
イ
ズ
を
流
す
。
ホ
ー
リ
ー
と
カ
ー
ン

の
活
躍
で
攻
撃
を
防
ぐ
が
カ
ー
ン
は
死
亡
し
ホ
ー
リ
ー
が
重
傷
を
負
う
。
ホ
ー
リ
ー
は
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ャ
ー
ク
に

救
助
さ
れ
る
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ャ
ー
ク
の
中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
巨
大
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
の
勝
負
を
申
し
出
る
。

宇
宙
の
地
平
線
上
の
鍵
穴
星
に
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ャ
ー
ク
が
宇
宙
戦
艦
と
と
も
に
時
空
間
移
動
す
る
が
、
巨
大
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
宇
宙
戦
艦
が
宇
宙
の
地
平
線
に
追
い
つ
め
ら
れ
る
。
住
職
が
論
戦
を
仕
掛
け
る
と
巨
大
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
暴
走
す
る
。
そ
の
影
響
で
鍵
穴
星
付
近
の
空
間
が
ね
じ
れ
て
宇
宙
の
地
平
線
か
ら
強
力
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
押
し
よ
せ
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ャ
ー
ク
の
被
害
は
軽
微
だ
っ
た
が
、
宇
宙
戦
艦
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
る
。
巨
大
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
は
大
き
さ
が
分
か
ら
な
い
ほ
ど
の
ニ
ュ
ー
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
進
化
し
て
自
ら
を
神
と
名
乗
っ
て
ブ
ラ
ッ

ク
シ
ャ
ー
ク
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
る
。
瞬
示
と
真
美
の
超
能
力
を
持
っ
て
し
て
も
倒
せ
な
い
ニ
ュ
ー
ロ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ャ
ー
ク
が
最
終
兵
器
で
あ
る
多
次
元
エ
コ
ー
で
撃
破
す
る
。

第二編（コンピュータ）のあらまし
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第
三
編
（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
）
の
あ
ら
す
じ

巨
大
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
勝
利
し
た
フ
ォ
ル
ダ
ー
は
ノ
ロ
の
惑
星
の
居
酒
屋
で
ホ
ー
リ
ー
に
語
る
。

あ
る
コ
ロ
ニ
ー
の
工
場
で
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
て
い
た
ノ
ロ
の
隠
れ
家
で
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ャ
ー
ク
の
建
造
や
惑

星
の
地
球
化
と
い
う
壮
大
な
構
想
を
聞
い
た
フ
ォ
ル
ダ
ー
は
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ャ
ー
ク
の
船
長
就
任
に
同
意
す
る
。

隠
れ
家
が
見
つ
か
る
と
時
空
間
移
動
装
置
で
ノ
ロ
の
惑
星
へ
逃
げ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ャ
ー
ク
が
完
成
す
る
と
ノ

ロ
ひ
と
り
で
試
運
転
に
出
か
け
る
が
次
の
日
に
中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
で
ノ
ロ
の
死
体
が
発
見
さ
れ
る
。

カ
ー
ン
・
ツ
ー
が
キ
ャ
ミ
を
人
質
に
す
る
と
瞬
示
と
真
美
が
キ
ャ
ミ
を
救
出
し
て
ノ
ロ
の
惑
星
へ
移
動
す

る
。
ふ
た
り
が
冷
凍
保
存
さ
れ
た
ノ
ロ
の
遺
体
に
興
味
を
持
っ
た
と
き
、
地
球
で
は
食
料
を
巡
っ
て
人
間
同
士

の
殺
し
合
い
が
始
ま
る
。
地
球
に
向
か
っ
た
フ
ォ
ル
ダ
ー
が
Ｒ
ｖ
２
６
に
地
球
の
明
渡
し
を
迫
る
と
Ｒ
ｖ
２
６

は
人
間
の
自
立
支
援
を
開
始
す
る
。

フ
ォ
ル
ダ
ー
と
イ
リ
が
ノ
ロ
の
遺
体
を
調
べ
る
と
人
形
だ
っ
た
の
で
ノ
ロ
の
行
動
を
洗
い
直
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ャ
ー
ク
の
試
運
転
で
恐
竜
時
代
に
時
空
間
移
動
し
た
ノ
ロ
は
生
物
の
進
化
を
確
認
し
な
が
ら
時

間
移
動
し
て
い
た
が
、
西
暦
の
世
界
に
横
滑
り
し
て
瞬
示
と
真
美
の
誕
生
を
目
の
当
た
り
に
し
て
か
ら
御
陵
近

く
の
古
本
屋
で
幼
い
瞬
示
と
真
美
と
出
会
う
。
一
変
し
た
店
の
外
で
は
ふ
た
り
と
巨
大
土
偶
が
戦
っ
て
い
た
が
、

ノ
ロ
は
戦
闘
で
生
じ
た
穴
に
突
っ
込
む
と
摩
周
ク
レ
ー
タ
ー
に
出
る
。
そ
こ
か
ら
移
動
す
る
細
長
い
時
間
島
を

第三編（アンドロイド）のあらすじ
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追
う
と
す
べ
て
の
完
成
コ
ロ
ニ
ー
が
集
め
ら
れ
た
前
線
第
四
コ
ロ
ニ
ー
に
到
着
す
る
。
そ
こ
で
住
職
の
「
Ｃ
・

Ｏ
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｏ
Ｓ
」
と
い
う
話
を
盗
み
聞
き
す
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ャ
ー
ク
が
摩
周
湖
で
時
空
間
移
動
装
置
を
回
収
す
る
と
宇
宙
の
地
平
線
を
挟
ん
で
六
次
元
の
世

界
と
三
次
元
の
世
界
が
共
存
す
る
鍵
穴
星
に
向
か
う
。
そ
の
時
空
間
移
動
装
置
を
宇
宙
の
地
平
線
に
投
げ
こ
む

と
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
押
し
寄
せ
て
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ャ
ー
ク
は
強
制
的
に
リ
ン
メ
イ
が
生
体
内
生
命
永
遠
保
持

、
、
、

手
術
を
す
る
時
代
の
月
に
時
空
間
移
動
さ
せ
ら
れ
る
。
月
の
生
命
永
遠
保
持
機
構
に
向
か
う
光
線
を
分
析
す
る

と
六
次
元
の
生
命
体
が
生
体
内
生
命
永
遠
保
持
手
術
に
介
入
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

、
、
、

地
球
で
は
最
長
の
説
法
で
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
が
子
供
を
造
る
こ
と
に
関
心
を
持
つ
が
、
ノ
ロ
が
そ
の
意
義
を
説

明
す
る
と
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
Ｍ
Ｙ
２
８
と
Ｍ
Ａ
６
０
は
悲
嘆
す
る
。
ノ
ロ
は
惑
星
の
家
に
戻
る
と
地
下
室
に
い

た
瞬
示
と
真
美
と
最
長
か
ら
も
ら
っ
た
本
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

ノ
ロ
と
最
長
の
対
談
が
始
ま
る
と
ノ
ロ
の
想
像
力
が
最
長
を
圧
倒
す
る
。
最
長
は
自
分
た
ち
の
六
次
元
の
世

界
が
巨
大
土
偶
に
征
服
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
告
白
し
て
ノ
ロ
を
招
待
す
る
。

地
球
で
は
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
に
生
殖
機
能
を
認
め
る
人
間
や
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
人
間
や
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
と
の
間
に
戦
い
が
始
ま
る
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ャ
ー
ク
は
ノ
ロ
を
追
っ
て
六
次
元
の
世
界
へ
次
元
移

動
す
る
と
瞬
示
と
真
美
が
緑
の
時
間
島
で
ノ
ロ
を
救
出
す
る
。

数
々
の
事
件
が
交
錯
し
て
総
括
さ
れ
る
と
ノ
ロ
、
イ
リ
、
瞬
示
、
真
美
は
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ャ
ー
ク
で
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
の
地
球
に
降
り
立
つ
。
Ｒ
ｖ
２
６
と
の
再
会
後
新
た
な
ノ
ロ
の
惑
星
を
探
す
旅
に
出
る
。

第三編（アンドロイド）のあらすじ
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第
四
編
（
誕
生
）
あ
ら
す
じ

キ
ャ
ミ
と
ミ
ト
は
四
貫
目
の
計
ら
い
で
永
久
紀
元
前
４
０
０
年
頃
の
伊
賀
の
里
の
三
太
夫
に
匿
っ
て
も
ら

う
。
サ
ー
チ
が
船
長
に
就
任
し
た
ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ
ー
ク
に
気
心
の
知
れ
た
仲
間
が
合
流
す
る
と
地
球
の
混
乱
に

驚
く
。
そ
の
混
乱
に
立
ち
向
か
う
Ｒ
ｖ
２
６
の
改
造
の
秘
話
が
中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
披
露
さ
れ
る
。
一
方
、

キ
ャ
ミ
の
身
に
危
険
が
忍
び
寄
る
。

金
環
日
食
を
利
用
し
て
伊
賀
か
ら
逃
れ
た
キ
ャ
ミ
と
ミ
ト
は
大
統
領
府
に
戻
る
が
戦
場
化
し
て
い
た
。
改
心

し
た
カ
ー
ン
・
ツ
ー
の
お
陰
で
再
び
伊
賀
に
逃
げ
る
。
カ
ー
ン
・
ツ
ー
は
負
傷
す
る
が
ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ
ー
ク
に

救
出
さ
れ
て
キ
ャ
ミ
を
探
す
た
め
に
伊
賀
に
向
か
う
と
限
界
城
が
現
れ
る
。

体
外
離
脱
の
途
中
で
戦
闘
用
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
に
誘
拐
さ
れ
た
百
地
三
太
夫
は
恐
ろ
し
い
戦
闘
能
力
を
持
っ
た

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
と
な
っ
て
四
貫
目
と
戦
う
が
、
勝
利
し
た
四
貫
目
が
ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ
ー
ク
に
救
助
さ
れ
る
。

限
界
城
で
は
戦
闘
用
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
が
地
球
攻
撃
の
準
備
を
し
て
い
た
。

キ
ャ
ミ
は
次
期
大
統
領
に
ノ
ロ
化
し
た
Ｒ
ｖ
２
６
を
推
挙
す
る
と
Ｒ
ｖ
２
６
が
大
統
領
に
就
任
し
た
。
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
に
子
孫
を
残
す
道
が
開
か
れ
る
。

一
方
ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ
ー
ク
で
は
来
た
る
べ
き
戦
争
に
備
え
て
多
次
元
エ
コ
ー
の
搭
載
が
検
討
さ
れ
る
。

通
常
型
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
は
出
産
で
き
る
が
、
戦
闘
用
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
に
は
生
殖
機
能
が
な
い
。
五
次
元
の
生

第四編（誕生）あらすじ
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命
体
が
彼
ら
の
劣
等
感
を
利
用
し
て
ノ
ロ
の
惑
星
へ
フ
ォ
ル
ダ
ー
に
変
装
さ
せ
た
戦
闘
用
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
を
送

り
込
む
。
ホ
ー
リ
ー
た
ち
は
間
一
髪
ビ
ー
ト
ル
タ
ン
ク
で
救
出
さ
れ
る
が
、
ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ
ー
ク
は
オ
ニ
ヒ
ト

デ
の
攻
撃
を
受
け
て
破
壊
さ
れ
る
。
体
勢
を
立
て
直
す
間
も
な
く
五
右
衛
門
の
陽
動
作
戦
に
手
こ
ず
る
が
合
い

言
葉
作
戦
で
凌
ぐ
。
な
ん
と
か
地
球
に
ビ
ー
ト
ル
タ
ン
ク
を
運
ぶ
と
限
界
城
を
打
ち
破
る
。
地
球
に
平
和
が
戻

る
と
大
統
領
Ｒ
ｖ
２
６
が
憲
法
を
改
正
し
て
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
出
産
を
正
当
化
し
た
。

復
活
し
た
限
界
城
の
酸
素
攻
撃
で
負
傷
し
た
Ｒ
ｖ
２
６
の
い
る
大
統
領
付
属
病
院
に
四
貫
目
が
向
か
い
偶
然

に
も
ト
リ
プ
ル
・
テ
ン
を
手
に
入
れ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ
ー
ク
と
オ
ニ
ヒ
ト
デ
戦
艦
と
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
中
、
Ｒ
ｖ
２
６
を
救
出
し
五
右
衛
門
と
対
決
し
勝
利
す
る
。
重
傷
を
負
い
な
が
ら
も
ト
リ
プ
ル
・
テ
ン
の

お
陰
で
再
び
限
界
城
を
打
ち
負
か
す
。
そ
の
ト
リ
プ
ル
・
テ
ン
と
四
貫
目
が
入
手
し
た
巻
物
の
分
析
が
始
ま
る
。

長
い
間
大
統
領
職
に
あ
っ
た
Ｒ
ｖ
２
６
が
辞
職
し
た
と
き
死
ん
だ
は
ず
の
三
太
夫
に
襲
わ
れ
て
重
傷
を
負

う
。
治
療
を
受
け
て
元
の
大
柄
な
Ｒ
ｖ
２
６
に
戻
る
が
、
封
印
が
解
け
た
五
稜
郭
が
復
活
し
た
限
界
城
で
四
貫

目
と
三
太
夫
が
戦
う
。
巻
物
を
駆
使
し
て
四
貫
目
が
勝
利
す
る
。

再
び
平
和
が
訪
れ
た
よ
う
に
見
え
た
が
紫
花
粉
症
が
蔓
延
す
る
。
人
間
は
死
に
至
り
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
生
殖

機
能
が
消
滅
す
る
。
再
び
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
寿
命
が
半
永
久
的
に
延
び
た
こ
と
を
知
っ
た
人
間
が
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
の
身
体
を
奪
っ
て
寄
生
し
よ
う
と
す
る
。
人
間
の
ひ
ど
い
攻
撃
に
ホ
ー
リ
ー
た
ち
が
立
ち
上
が
る
。

第四編（誕生）あらすじ
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第
百
十
四
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第
五
編
は
一
応
完
結
編
で
す
が
、
こ
の
章
は
著
者
の
戯
言
で
す
。

＊
＊
＊

こ
の
宇
宙
は
我
々
三
次
元
の
生
命
体
だ
け
を
育
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
生
命
体
が
存
在
す
る
に

は
最
低
三
次
元
の
空
間
が
必
要
だ
が
、
た
だ
二
次
元
の
部
品
で
三
次
元
の
世
界
が
、
そ
の
二
次
元
の
世
界
は
一

次
元
の
部
品
で
と
い
う
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
三
次
元
の
部
品
で
四
次
元
の
世
界
が
、
四
次

元
の
部
品
で
五
次
元
の
世
界
が
、
五
次
元
の
部
品
で
六
次
元
の
世
界
が
…
…
。

地
球
に
多
様
な
生
命
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
多
様
な
次
元
が
存
在
す
る
こ
の
広
大
な
宇
宙
に
様
々
な

次
元
が
存
在
す
る
と
い
う
証
で
も
あ
る
。

人
間
か
ら
見
る
と
そ
ん
な
こ
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
し
想
像
も
で
き
な
い
。
さ
て
、
そ
の
人
間
が
信
ず
る
神
も

多
種
多
様
だ
。
元
々
自
然
の
気
ま
ぐ
れ
な
様
々
な
現
象
の
中
に
紛
れ
込
む
恐
怖
感
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
目
的
に

生
み
出
さ
れ
た
思
考
が
神
や
宗
教
を
造
り
出
し
た
。
恐
怖
か
ら
逃
れ
る
た
め
な
ら
何
で
も
あ
り
だ
。

さ
て
お
盆
の
お
参
り
は
仏
教
の
行
事
だ
が
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
墓
参
り
す
る
姿
を
見
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

ア
ラ
ー
の
神
な
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
暑
い
時
期
に
一
抹
の
清
涼
な
空
気
が
流
れ
る
墓
地
で
線
香
を
上
げ
て
お
墓
に

水
を
か
け
る
こ
の
行
事
を
見
れ
ば
宗
教
間
の
対
立
が
緩
む
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
宗
教
に
か
か
わ
ら
ず
宇
宙
は
多
種
多
様
な
次
元
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
に
宿
る
生
命
体
も
多

種
多
様
だ
。
つ
ま
り
宇
宙
そ
の
も
の
が
何
で
も
あ
り
だ
。

第百十四章 戯言
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そ
ん
な
宇
宙
が
な
ぜ
存
在
す
る
の
か
？
そ
の
答
え
は
簡
単
だ
。
そ
う
「
何
で
も
あ
り
」
。
有
限
の
身
を
持
つ

生
命
体
も
何
で
も
あ
り
だ
か
ら
生
存
競
争
は
熾
烈
だ
。
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
生
き
延
び
よ
う
と
す
る
が
、

成
功
す
る
確
率
は
低
い
。
瞬
間
と
い
う
名
の
一
瞬
が
す
べ
て
を
支
配
す
る
。
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
星
々
の
動
き
。
し
か
し
、
そ
の
移
動
速
度
は
地
球
の
移
動
速
度
を
凌
駕
す
る
。
人
間
の
寿
命
な
ど
こ
の

宇
宙
の
一
瞬
の
一
瞬
の
…
…
…
そ
の
一
瞬
だ
。
で
も
我
々
は
な
ん
と
か
数
十
年
か
ら
百
年
程
度
の
時
間
を
認
識

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
一
瞬
の
意
識
を
小
刻
み
に
繋
い
で
い
る
。

＊
＊
＊

さ
て
誰
も
が
持
っ
て
い
る
理
性
と
感
情
。
感
情
に
は
誤
信
が
あ
る
が
、
理
性
に
は
過
信
が
あ
る
。

理
性
の
過
信
―
―
そ
う
、
過
信
と
い
う
も
の
を
酔
態
と
す
れ
ば
、
意
地
を
振
り
回
し
て
啖
呵
を
切
っ
た
様
子

は
完
全
に
酔
い
ど
れ
状
態
。
政
治
家
、
官
僚
、
学
者
、
商
人
、
そ
し
て
強
盗
で
さ
え
、
何
か
に
酔
っ
て
い
る
世

の
中
。
誰
も
彼
も
が
酔
い
つ
ぶ
れ
て
い
る
。
も
し
素
面
だ
っ
た
ら
、
恥
ず
か
し
く
て
生
き
て
い
け
な
い
。
で
も

し

ら

ふ

生
き
て
い
る
。

事
実
は
小
説
よ
り
も
奇
な
り
と
言
う
が
、
偶
然
と
は
恐
ろ
し
い
。
そ
の
偶
然
と
は
？
そ
し
て
必
然
と
は
？
逢

っ
た
こ
と
、
別
れ
た
こ
と
、
愛
し
た
こ
と
、
憎
ん
だ
こ
と
、
愛
さ
れ
た
こ
と
、
憎
ま
れ
た
こ
と
。
小
説
の
よ
う

な
因
果
め
い
た
、
し
か
も
手
心
が
加
え
ら
れ
た
時
間
の
流
れ
。
現
実
は
そ
の
因
果
が
震
え
る
ほ
ど
、
残
酷
な
結

論
が
待
っ
て
い
る
。
推
移
、
変
転
は
偶
然
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
誰
か
が
糸
を
引
く
よ
う
な
不
気
味
な
気
配
が

第百十四章 戯言
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漂
う
。

人
類
が
誕
生
し
た
こ
と
自
体
、
偶
然
な
の
か
？
そ
し
て
死
は
必
然
な
の
か
？
い
ず
れ
に
し
て
も
何
か
恐
ろ
し

い
。
こ
の
恐
怖
あ
る
い
は
不
安
は
永
遠
を
求
め
る
有
限
の
身
で
あ
る
か
ら
？
時
間
つ
ま
り
時
の
流
れ
は
存
在
す

る
の
だ
ろ
う
か
？
だ
が
不
安
は
「
時
」
が
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。

人
間
の
弱
さ
、
醜
さ
さ
え
も
美
し
く
感
ず
る
ほ
ど
の
弱
さ
。
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
寂
し
さ
だ
け
は
確
か
に
存

在
す
る
。
人
生
は
寂
し
さ
で
曇
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
生
き
て
い
る
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
し
た
な
ん
て
言
え
る
は

ず
も
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は
寝
言
か
暴
言
だ
。
な
に
ひ
と
つ
確
か
な
も
の
な
ん
て
な
い
。
何
も
か
も
？

で
も
欲
し
い
。
安
心
で
き
る
何
か
が
。
火
花
が
散
る
よ
う
な
一
瞬
で
あ
り
な
が
ら
、
永
遠
で
あ
る
も
の
が
。

プ
ス
プ
ス
と
燻
っ
た
煙
が
目
に
入
っ
て
涙
で
見
え
な
く
な
っ
た
り
、
蒸
せ
て
咳
き
込
ん
だ
り
す
る
ぐ
ら
い
な
ら
、

恐
れ
ず
に
完
全
燃
焼
を
目
指
す
べ
き
だ
。
そ
の
中
に
こ
そ
永
遠
な
る
も
の
が
存
在
す
る
の
で
は
。

だ
が
、
こ
れ
は
単
な
る
酔
っ
払
い
の
戯
言
か
。

＊
＊
＊

こ
の
宇
宙
は
七
色
の
音
楽
の
よ
う
な
情
緒
に
満
ち
て
い
る
。
生
を
受
け
る
こ
と
を
前
提
に
様
々
な
物
語
が
あ

ら
ゆ
る
方
向
に
向
か
っ
て
飛
び
出
し
て
い
く
。
次
元
が
異
な
っ
て
も
喜
怒
哀
楽
に
違
い
は
な
い
。
そ
れ
は
喜
怒

哀
楽
自
体
が
次
元
を
超
え
た
ア
ナ
ロ
グ
的
存
在
だ
か
ら
。
意
識
を
持
つ
あ
ら
ゆ
る
生
命
体
は
、
次
元
と
い
う
も

の
が
デ
ジ
タ
ル
な
の
に
、
意
識
か
ら
生
ま
れ
た
感
情
は
個
性
的
で
ア
ナ
ロ
グ
的
で
あ
る
と
同
時
に
共
通
性
も
持
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ち
合
わ
せ
て
い
る
。
次
元
や
言
語
が
違
っ
て
も
必
ず
共
有
化
さ
れ
る
。

物
語
「
Ｃ
・
Ｏ
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｏ
Ｓ
」
に
は
五
次
元
や
六
次
元
の
高
度
な
知
性
を
持
っ
た
生
命
体
が
登
場
す
る
が
、

感
情
は
我
々
三
次
元
の
人
間
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
た
だ
不
老
不
死
の
夢
を
持
っ
て
い
る
の
は
我
々
だ
け

で
、
少
な
く
と
も
「
Ｃ
・
Ｏ
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｏ
Ｓ
」
に
登
場
す
る
五
次
元
や
六
次
元
の
高
度
な
知
性
を
持
っ
た
生
命

体
は
不
老
不
死
に
つ
い
て
興
味
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
つ
ま
り
不
老
不
死
に
熱
烈
な
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
を

実
現
化
さ
せ
た
の
は
三
次
元
の
知
的
生
命
で
あ
る
人
間
だ
け
の
よ
う
だ
。

そ
れ
は
時
間
軸
が
一
方
に
し
か
流
れ
な
い
か
ら
だ
。

五
次
元
の
生
命
体
は
自
分
た
ち
が
一
番
効
率
が
い
い
生
命
体
と
考
え
て
い
る
が
、
ど
う
も
怪
し
い
。
三
次
元

の
生
命
体
と
の
戦
い
に
敗
れ
た
原
因
は
紙
一
重
の
戦
い
だ
っ
た
も
の
の
敗
北
し
た
。

四
次
元
の
生
命
体
が
三
次
元
に
進
出
し
な
い
の
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
次
元
を
落
と
し
て
三
次
元
の
生
命
体

を
植
民
地
化
し
よ
う
に
も
、
四
次
元
の
世
界
に
残
し
た
一
次
元
の
身
体
は
全
く
意
味
を
な
さ
な
い
。
元
に
戻
ろ

う
と
も
そ
の
作
業
は
困
難
を
極
め
る
か
ら
だ
。
そ
れ
は
五
次
元
の
生
命
体
も
同
じ
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
六
次
元

の
生
命
体
の
よ
う
に
三
次
元
の
世
界
に
侵
入
す
る
と
き
二
分
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
。
六
次
元
の
生
命

体
は
二
分
化
し
な
く
て
も
、
あ
る
い
は
三
次
元
の
世
界
に
露
出
す
る
方
法
を
と
っ
て
も
残
り
の
三
次
元
の
身
体

は
維
持
さ
れ
る
。
一
方
、
五
次
元
の
生
命
体
は
、
残
し
た
二
次
元
の
身
体
に
気
を
遣
い
な
が
ら
三
次
元
の
世
界

に
進
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
元
は
高
い
ほ
ど
そ
の
世
界
に
住
む
生
命
体
の
脳
の
性
能
も
高
い
。
し
か
し
、
そ
の
高
度
な
脳
を
コ
ン
ト
ロ
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ー
ル
す
る
に
は
第
二
編
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
に
登
場
し
た
巨
大
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
複
雑
な

制
御
機
能
が
必
要
で
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
必
要
と
な
る
。

こ
の
宇
宙
で
生
命
を
永
ら
え
る
に
は
適
度
な
次
元
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
五
次

元
の
世
界
が
効
率
的
な
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
五
次
元
の
生
命
体
は
そ
の
こ
と
を
自
負
し
て
い
た
。

時
間
と
い
う
概
念
は
非
常
に
重
要
だ
。
二
次
元
の
世
界
で
は
時
間
は
な
い
。
だ
か
ら
生
命
が
誕
生
し
な
い
。

時
間
が
流
れ
な
け
れ
ば
生
命
は
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
有
限
無
限
と
い
う
概
念
が
な
い
か
ら
、

生
き
な
が
ら
え
て
生
命
を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
。

命
を
持
つ
と
言
う
こ
と
は
時
間
と
い
う
世
界
に
住
む
権
利
を
持
つ
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
間

と
い
う
の
は
重
要
だ
が
や
っ
か
い
な
存
在
だ
。
生
命
が
存
在
す
る
か
ら
時
間
が
存
在
す
る
の
か
。
そ
れ
と
も
時

間
が
存
在
す
る
か
ら
生
命
が
存
在
す
る
の
か
。

理
論
的
に
は
時
間
と
い
う
の
は
生
命
と
は
無
関
係
に
存
在
す
る
は
ず
だ
が
、
や
や
こ
し
い
の
は
次
元
が
増
加

す
る
と
時
の
流
れ
の
方
向
も
含
め
た
と
こ
ろ
で
の
時
間
軸
も
増
加
す
る
と
言
う
こ
と
だ
。
し
か
し
、
時
間
軸
は

空
間
軸
と
比
べ
る
と
不
安
定
だ
。
時
間
軸
の
揺
れ
は
気
ま
ま
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
に
く
い
。
こ
の
気
ま
ま
さ
を

逆
手
に
取
っ
て
時
間
移
動
を
可
能
に
し
た
者
が
い
た
。
ノ
ロ
だ
。

＊
＊
＊

「
充
実
し
た
人
生
を
送
れ
る
の
か
、
否
か
？
」
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ノ
ー
の
可
能
性
が
高
い
。

生
命
体
は
苦
労
を
望
ま
な
い
。
む
し
ろ
避
け
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
充
実
し
た
人
生
と
い
う
の
は
苦
労
に
苦

労
を
重
ね
て
息
つ
く
暇
も
な
い
努
力
を
し
て
や
っ
と
手
に
入
れ
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
達
成
で
き
る
生

命
体
は
ま
ず
い
な
い
。

人
生
に
は
休
息
も
必
要
で
失
敗
も
必
要
だ
。
必
要
と
い
う
よ
り
そ
れ
ら
を
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
う
意
味
で
は

充
実
し
た
人
生
を
歩
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
充
実
し
た
人
生
か
否
か
の
結
論
を
出
す
の
は
他
人
で
は
な
く
自
分
自
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
重

要
だ
。
よ
く
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
死
後
勲
章
を
も
ら
っ
て
も
本
人
に
と
っ
て
は
預
か
り
知
ら
ぬ
こ
と
だ
。
死

ぬ
前
に
く
れ
と
い
う
の
が
本
音
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
他
人
の
評
価
も
本
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
褒
め

る
こ
と
は
大
事
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
褒
め
殺
し
と
い
う
言
葉
が
あ
る
か
ら
、
そ
う
も
言
え
な
い
。

つ
ま
り
、
充
実
し
た
人
生
か
ど
う
か
は
自
分
が
決
め
る
も
の
で
他
人
が
決
め
る
も
の
で
は
な
い
が
、
い
つ
判

断
す
る
も
の
な
の
か
。

も
し
死
の
直
前
に
判
断
す
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
事
故
で
即
死
し
た
場
合
、
判
断
自
体
が
で
き
な
い
。
も
ち

ろ
ん
人
生
の
途
中
で
充
実
感
を
得
る
こ
と
は
あ
る
。
特
に
大
晦
日
や
正
月
、
そ
し
て
誕
生
日
の
よ
う
な
特
殊
な

節
目
と
さ
れ
る
日
に
、
あ
る
一
年
間
を
総
括
し
て
「
充
実
し
た
人
生
だ
」
と
感
慨
に
ふ
け
る
場
合
も
あ
る
し
、

全
く
唐
突
に
あ
る
時
点
で
感
動
を
覚
え
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
難
関
校
の
入
学
試
験
に
合
格
し
た
り
、
困

難
な
仕
事
を
こ
な
し
た
と
き
に
充
実
感
を
実
感
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
成
功
体
験
か
ら
そ
の
後
の
人
生
が
狂
う
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か
も
し
れ
な
い
。

充
実
し
た
人
生
か
否
か
は
、
即
死
す
る
場
合
を
除
い
て
本
決
算
で
判
断
す
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。
一
年
ご
と
の

判
断
も
そ
れ
も
そ
れ
な
り
の
本
決
算
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
生
と
い
う
尺
度
か
ら
見
れ
ば
仮
決
算
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
仮
決
算
が
い
い
加
減
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
事
故
で
即
死
し
た
場
合
、

仮
決
算
の
意
識
が
そ
の
人
の
人
生
の
充
実
度
に
な
る
。
残
さ
れ
た
遺
族
に
と
っ
て
は
「
さ
ぞ
か
し
残
念
だ
っ
た

だ
ろ
う
」
と
慰
め
る
が
、
も
ち
ろ
ん
本
人
に
は
届
か
な
い
。

仮
決
算
と
い
え
ど
も
大
事
な
判
断
が
必
要
で
自
分
の
人
生
を
絶
え
ず
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
こ

と
だ
。
い
つ
死
ぬ
か
分
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
必
死
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
も
毎
日
必
死
に
生
き
る
こ

と
は
あ
る
意
味
拷
問
に
近
い
が
、
気
を
抜
け
ば
人
生
が
充
実
の
世
界
か
ら
遠
の
い
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

＊
＊
＊

永
遠
の
命
を
持
つ
と
仮
決
算
が
永
遠
に
続
く
こ
と
に
な
る
の
か
。

永
遠
の
命
を
持
ち
た
い
と
い
う
の
は
三
次
元
の
生
命
体
の
特
徴
だ
。
四
次
元
以
上
の
生
命
体
に
な
る
と
時
間

軸
が
複
数
で
そ
の
時
間
自
体
の
流
れ
も
複
雑
に
な
る
。
直
進
し
た
り
後
退
し
た
り
、
右
往
左
往
し
た
り
、
振
動

し
た
り
と
、
時
間
は
忙
し
く
複
雑
な
行
動
を
取
る
。
し
か
し
、
三
次
元
の
世
界
で
は
ど
う
だ
。
時
間
は
「
矢
」

そ
の
も
の
で
前
進
あ
る
の
み
だ
。
後
戻
り
で
き
な
い
。
だ
か
ら
未
来
に
向
か
っ
て
永
久
に
生
き
た
い
と
切
望
す

る
の
だ
。
時
間
軸
が
多
数
存
在
す
る
高
次
元
の
生
命
体
に
は
未
来
と
い
う
も
の
が
よ
く
見
え
な
い
。
だ
か
ら
永
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遠
の
命
に
拘
わ
ら
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
生
命
永
遠
保
持
手
術
と
い
う
も
の
は
三
次
元
の
世
界
の
み
に
存
在
す
る
も
の
で
、
他
次

元
の
世
界
に
は
な
い
画
期
的
な
手
術
か
も
し
れ
な
い
。

困
難
を
極
め
る
と
い
う
こ
と
は
充
実
し
た
人
生
を
送
る
と
言
う
こ
と
だ
。
い
ず
れ
死
ぬ
と
分
か
っ
て
い
て
も

難
し
い
課
題
だ
。
死
に
向
か
っ
て
悔
い
の
な
い
人
生
を
願
っ
て
も
、
「
今
日
で
き
る
こ
と
は
明
日
し
よ
う
」
「
明

日
が
あ
る
さ
」
と
サ
ボ
っ
て
し
ま
う
。
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
。

永
遠
の
命
を
得
る
と
も
っ
と
ひ
ど
く
な
る
。

「
時
間
は
有
り
余
る
ほ
ど
あ
る
。
今
す
ぐ
や
ら
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

永
遠
の
命
を
得
る
こ
と
は
む
し
ろ
毎
日
無
意
味
な
人
生
を
送
っ
て
し
ま
う
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
ひ
ょ

っ
と
し
て
時
間
軸
を
複
数
持
つ
多
次
元
の
世
界
の
生
命
体
は
、
こ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
心
得
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
ひ
と
つ
の
時
間
軸
し
か
持
た
な
い
三
次
元
の
生
命
体
で
あ
る
人
間
は
、
複
数
の
時
間
軸
の
世
界
と
い
う

大
海
原
で
住
む
多
次
元
の
生
命
体
に
比
べ
て
、
船
酔
い
に
対
す
る
抵
抗
力
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
つ
の
時
間
軸
し
か
認
識
で
き
な
い
の
に
、
時
間
に
翻
弄
さ
れ
て
し
ま
う
三
次
元
の
生
命
体
。
そ
の
生
き
方

を
示
唆
す
る
ひ
ょ
う
き
ん
な
人
間
が
ノ
ロ
で
あ
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
イ
リ
、
フ
ォ
ル
ダ
ー
、
ホ
ー
リ
ー
、

サ
ー
チ
、
ミ
リ
ン
、
ケ
ン
タ
、
住
職
、
リ
ン
メ
イ
、
四
貫
目
、
お
松
で
あ
り
、
Ｒ
ｖ
２
６
を
代
表
と
す
る
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
だ
。
さ
ら
に
六
次
元
の
生
命
体
で
あ
る
瞬
示
、
真
美
、
広
大
、
最
長
だ
。

さ
て
第
一
編
「
男
と
女
」
、
第
二
編
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
、
第
三
編
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
」
、
第
四
編
「
誕
生
」
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で
は
各
章
の
冒
頭
に
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
【
時
】
と
い
う
項
目
を
設
け
て
そ
の
章
の
時
代
等
を
記
載
し
て
い

た
が
、
こ
の
第
五
編
「
♪
」
で
は
高
次
元
の
時
間
が
激
し
く
揺
れ
動
く
の
で
時
代
等
の
立
ち
位
置
を
示
す
の
が

困
難
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
【
時
】
と
い
う
項
目
を
削
除
し
て
代
わ
り
に
【
次
元
】
と
い
う
項
目
に
変
更
し

た
。全

五
編
か
ら
な
る
長
大
な
物
語
で
は
あ
る
が
、
第
一
編
か
ら
第
三
編
は
一
つ
の
流
れ
に
沿
っ
て
物
語
が
展
開

し
て
い
る
が
、
第
四
編
と
第
五
編
は
繋
が
っ
て
い
る
物
語
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
も
第
三
編
の
続
き
だ
。

第
三
編
は
ノ
ロ
が
六
次
元
の
世
界
に
旅
立
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
し
て
Ｒ
ｖ
２
６
が
三
次
元
の
世
界
に
残
っ
た

と
こ
ろ
で
物
語
が
終
了
し
た
。
第
四
編
は
そ
の
後
の
Ｒ
ｖ
２
６
を
中
心
に
、
そ
し
て
第
五
編
は
同
じ
く
そ
の
後

の
ノ
ロ
を
中
心
に
物
語
が
展
開
す
る
。
三
次
元
の
生
命
体
の
読
者
に
は
時
空
間
系
列
が
乱
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
次
元
間
と
時
間
が
織
り
な
す
物
語
の
宿
命
で
も
あ
る
。
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